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まちづくりガイドラインを一緒につくった仲間たちによるグループ
上町タウンマネジメントは、平成22年4月28日に生まれたまちづくり団体。その前身は

平成15年、鹿児島市が募集したまちづくりワークショップにある。「地域を元気にする
まちづくりのガイドラインを作ろう」という趣旨に賛同した約５０名の鹿児島駅周辺の有
志によるワークショップは、約3年の活動でガイドラインを作りあげ、ワークショップと
しての活動は区切りを迎えた。その後、せっかく作りあげたガイドラインを実践するため
に継続して組織を作り活動しようと感じた有志が、この上町タウンマネジメントを立ち上
げることとなる。

活動の主軸は歴史と向き合うことから
鹿児島市北部の上町エリアは、薩摩のお殿様島津氏久（６代目当主）が現在の多賀山公

園に東福寺城を作ったことから「鹿児島発祥の地」として栄えた。その後、清水城、内城、
鶴丸城（今の黎明館）も作られ、鹿児島の歴史を作ってきた場所でもある。それだけ歴史
と文化の蓄積の厚いエリアでもある上町地区のまちづくりは、歴史と向き合うことでもあ
る。主要事業のひとつ、鹿児島駅周辺まちあるき「さるっきんぐ」は、鹿児島・上町の歴
史と魅力をまちを歩きながら再発見するまちあるきイベント。石橋記念公園、旧磯街道、
異人館、仙巌園、尚古集成館、鳥越トンネル、上町を巡るまち歩きのコースとして、例年
多くの参加者が集う。このほか、上町學舎、鹿児島駅周辺クリーン作戦、新春ウォーキン
グ上町五社まいり、など、上町を舞台にして取り組むイベントは、いずれも地域愛にあふ
れている。現在も上町エリアの住民を中心に18名のメンバーが年間を通して活動してい
る。

追い風に乗って広がる活動
都市計画にともなうまちづくりワーキンググループとして始まった活動であったが、平

成27年に大きな転機を迎えた。上町タウンマネジメントも全力で取り組んできた鹿児島
市磯地区の「明治日本の産業革命遺産」(磯地区をはじめとした鹿児島市3地区を含む)の
世界遺産登録が決定したのだ。松野さんは語る「当初から様々なイベントを行ってきたが、
何せ地味な遺産群なので、説明が必要です。地元の方にわかって頂くことも、簡単ではあ
りません。しかし、これからも地道な啓蒙活動を続けていくことこそ我らの上町タウンマ
ネジメントの使命と考えています。」
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『上町地区の魅力を残し、伝える』

まつの ひろゆき



上町タウンマネジメント 団体概要

主な活動内容

上町エリアの歴史や文化を継承し、ともに学びあいながら触れる機会を作

るべく、まち歩きイベントや景観資源の保全に関する学びの場を作っている。

（詳細はHPにて）

今後の展望・PRしたいこと

世界遺産への登録を契機に、国内外からの当地に対する注目は高まっている。これから

は、「見る」だけの観光ではなく、そのまちに暮らす人たちの目線に触れてもらうような

着地型観光のプログラム提供を視野に活動を続けていきたい。

また、地域住民が上町エリアについての学びを深めるためのプログラムも引き続き行っ

ていくことで、このまちの貴重な資源が今後も継続して残り続けるための活動を頑張って

いきたい。そのために一緒に手を取りある仲間をもっと募っていきたい。

課題への取り組み

上町エリアは島津藩の重要拠点として歴史的・文化的価値が非常に高いにもかかわらず、

その保全や活用についての議論は十分でなかった。さらにJR鹿児島駅の老朽化や、「か

んまちあ」などの大規模交流拠点施設の新設を踏まえて、地域の今後に関するグランドデ

ザインを描く必要性が高まっていた。これらの課題に対して、住民有志が少しずつ取り組

みを積み重ねていくことで、「上町ファン」ともいえる関係人口を増やしつつある点に手

ごたえを感じている。

お問い合わせ

●団体名：上町タウンマネジメント

●代表者：代表幹事 松野広行

●Mail：kanmachitm@gmail.com

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://kanmachitm.wixsite.com/main

続ける中で見えてくるもの
松野さんがこの取り組みに出会ったきっかけは、

学びの中での気づきだった。この地域が魅力的な資
源の宝庫だということに気が付いた時から、上町で
の活動が始まったという。「この町ではすでにたく
さんの先輩方が頑張っておられて、多くの積み重ね
がありました。そんななか、私の役割は、エンジン
として組織の活気をおこすことと、地域の内外のい
ろんな人との調整です。一貫して大切にしているの
は、わくわくさせること。組織の仲間たちに対して
も、イベントに来てくださるお客様に対しても、わ
くわくしてもらえるようなゴールを設定して、一緒
に走ることが大事だと思っています。昨年から、上
町の新しいグルメとして『下町ロケット』ならぬ
『上町コロッケ』を開発中です。料理を素材にまち
の皆さんと一緒に楽しく地域の歴史を紐解いていま
すよ！」これからも、上町のわくわくは続いていく。


